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小田川水系小田川（以下，小田川）および田儀川

水系田儀川（以下，田儀川）は旧多伎町（現出雲市

多伎）を流れる二級河川であり，天然アユ

Plecoglossus altivelis altivelisが遡上する河川

として地域住民に古くから親しまれてきた．両河川

には漁業権の設定はなく，河川規模が小さいため，

生息するアユは過剰に採捕されやすい．こうした背

景から地域住民の要望を受け，アユの繁殖保護を目

的として 5月 20日から 6月 20日の 32日間，手釣

りおよびさお釣りを除き，アユの採捕を禁止する島

根県内水面漁場管理委員会指示（以下，委員会指示）

が発出され，現在（2021年 9月時点）も継続されて

いる．両河川のアユの生息状況について，島根県水

産試験場三刀屋内水面分場（後の内水面水産試験場

で，現在は水産技術センター内水面浅海部）が調査

し，島根県内水面漁場管理委員会に定期的に報告し

ていた．著者が確認できたのは 1984年から 1999年

の間の調査結果であり，その後の両河川のアユの生

息状況に関する資料は確認できなかった．2016年に

出雲市に聞き取りを行ったところ，両河川のアユの

生息量は減り，アユを利用する地域住民も減ってい

るとのことであった．委員会指示による採捕規制の

効果を考えるうえで，対象河川に生息するアユの現

状を把握することは重要である．本研究では，小田

川および田儀川におけるアユの生息状況を把握する

ため，2017年春季のアユの遡上状況調査および秋季

のアユ仔魚の流下状況調査を実施した． 

遡上状況調査は，2017年 5月 1日の午前中に実施

した．小田川（河川流路延長 5.22km）は河川幅 3-7 

ｍ程度で，比較的透明度が高かった．田儀川（河川

流路延長 9.09km）は河川幅 5-15ｍ程度で，小田川よ

り流量は多いが，調査当日は白濁していた．調査地

点（図 1）は，小田川では上流側から城山橋の上流

側にある堰堤下（O1），橋爪橋付近（O2）の 2地点と

し，田儀川では，上流側から机田橋付近の堰堤下（T1），

三本松橋付近の堰堤下（T2），河口潮止め堰の上流側

（T4）の 3地点とした．各地点において最大 2名で

投網（目合い 26節）によるアユの採集を試みた．採

集されたアユは冷蔵し，水産技術センター内水面科

に持ち帰り，体長（標準体長，1mm単位），体重（0.1g

単位）を測定し，背鰭第 5軟条を基点として側線上

方横列鱗数を計数した．側線上方横列鱗数はアユの

由来を判別する計数形質になる．1)河川水温は適宜，

デジタル水温計（Myron L社製 ULTRAPEN PT1）で測

定した． 

アユ仔魚の流下状況調査は 2017年 11月 8日に実

施した．両河川の最下流の早瀬の直下となる T3（田
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図 1．小田川および田儀川における調査地点 
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儀川，本願寺付近）および O2（小田川，国道 9号付

近）を採集地点とし（図 1），稚魚ネット（口径 45cm，

側長 180cm，目合い GG54）で仔魚の採集を試みた．

採集時刻は県内の他河川のアユ仔魚の流下ピーク時

刻を参考に，各河川とも 18時前後および 19時前後

とし，5分間の採集を行った．採集物は 5％ホルマリ

ンで固定し，水産技術センター内水面科に持ち帰り，

ソーティングを行った．河川水温はデジタル水温計

（Myron L社製 ULTRAPEN PT1）で測定した． 

遡上状況調査における採集状況を表 1に示した．

両河川の水温は，14.5-15.1℃の範囲にあり，アユが

遡上する水温帯であった．アユの採集尾数は，小田

川では 1尾（56mmSL），田儀川では 4尾（78-95mmSL）

であった．側線上方横列鱗数は，小田川で採集され

た 1尾は 16枚，田儀川で採集された 4尾は 14-16枚

であった．島根県西部の高津川では概ね 16 枚以上

が天然魚，16枚以下が人工生産された放流魚と報告

されている．2）この基準に従うと，14-15枚のアユは

人工生産された放流魚と判別され，16枚のアユはど

ちらの可能性も残される．いずれにしても，漁業権

の設定がなく，放流履歴のない河川で天然以外のア

ユが採集されたことになる．この理由として，他の

河川で放流されたアユが何らかの要因で一旦海に流

され，その後両河川に遡上してきた可能性が考えら

れる．両河川に最も近く，漁業権の設定があり，ア

ユが放流されている条件を全て満たす河川として斐

伊川水系神戸川（以下，神戸川）がある．神戸川で

は 2017年 3月下旬から 4月上旬にかけてアユの人

工産種苗（日野川漁業協同組合，江川漁業協同組合

および高津川漁業協同組合産）が放流されていた

（ http://kandofc.jugem.jp/?month=201703 ，

http://kandofc.jugem.jp/?month=201704 ，

http://kandofc.jugem.jp/?page=1&month=201704，

神戸川漁業協同組合のブログ，2021年 9月 8日）．

また，2017年 4月 18日には，神戸川（馬木観測所）

の平均流況（豊水流量 14.13m3/s，平水流量 8.58m3/s）
3）を上回る流量 61.3m3/s（水文水質データベース：

http://www1.river.go.jp/，国土交通省，2021年 9

月 8日）の出水があった．アユは大規模な出水によ

り海域まで流される場合がある．4）出水後海域に流

出したアユは再び河川に遡上することが，耳石に含

まれるストロンチウム/カルシウム比から確認され

ている．5）以上を考え合わせると，両河川で採集さ

れた，側線上方横列鱗数から放流魚と判別されるア

ユは，神戸川で放流されたものである可能性が高い．

この可能性を考慮すれば，両河川で採集された天然

アユは最大でもそれぞれ 1尾ずつと考えられる． 

島根県内水面漁場管理委員会で報告された 1984

年から 1999 年の間の調査結果を表 2 に整理した．

これらの調査地点は年により異なる場合があるが，

本調査における両河川の最上流の調査地点（小田川

の O1，田儀川の T1）よりも下流側の範囲内に全てが

含まれていた．投網回数の記録が揃っていないため

単純な比較は難しいが，採集尾数の多寡のみから判

断すれば，本調査年（2017年）の遡上状況は低水準

であると判断される． 

一方，アユ仔魚の流下状況調査は 1日限りで，採

集の時間帯を 18時と 19時前後に絞って行った．同

県内の高津川や江の川で水産技術センターが行って

いる流下状況調査（採集地点は最下流の産卵場の直

下）では，仔魚の流下の時期は 10月下旬から 11月

上旬にピークとなり，仔魚の採集量は 18 時台から

19時台にかけて急増する場合が多い．また，両河川

の河川流路延長は 10km 以内と比較的短く，小田川

には河口から約 2kmの位置にアユが遡上できない堰

堤があり，田儀川にはアユが遡上しにくい突出型魚

道が付設された堰堤が点在するため，河口から数 km

以内の場所でアユが産卵すると考えて妥当であろう.

したがって，アユが産卵していれば本調査の方法で

表 2．島根県内水面漁場管理委員会で報告された，
小田川および田儀川における遡上状況調査
（投網によるアユの採集）の結果 

表 1．遡上状況調査時のアユの採集状況 

河川名
採集

地点

水温

℃

投網

回数

採集

尾数

体長

mm

重量

g

側線上方

横列鱗数

小田川 O1 14.6 7 0 - - -

O2 15.1 9 1 56 1.9 16

田儀川 T1 - 12 2 78,90 5.5,7.9 14,15

T2 14.5 9 2 80,95 8.6,8.9 15,16

T4 14.8 1 0 - - -

水温

（℃）

尾数

（尾）

水温

（℃）

尾数

（尾）

1984年5月7日 17.0 0 18.5 0

1985年5月13日 18.2 0 18.5 2

1986年4月24日 17.9 10 17.7 11

1987年4月22日 15.3 7 14.8 -

1988年5月9日 - 1 - 3

1989年5月8日 18.0 - 18.6 0

1990年5月7日 14.1 0 14.8 7

1996年4月16日 11.2 0 11.0 1

1999年5月10日 21.9 44 19.2-21.5 20

田儀川小田川

調査日

178 寺門弘悦・福井克也



 
 

わずかでも仔魚は採集されると考えられる.このよ

うに仔魚が採集されやすい条件で調査を行ったが，

今回は両河川とも仔魚は全く採集されなかった．こ

のことは，両河川でのアユの再生産はきわめて小規

模であり，親魚量もきわめて少ないことを示唆して

いる． 

以上を整理すると，小田川および田儀川とも，2017

年のアユの遡上状況は低水準であり，再生産はきわ

めて小規模であったと推測された．近年，島根県下

の河川におけるアユ資源は低位な状況が継続してお

り，資源保護・増殖の取り組みが必要である．本調

査を行った小田川や田儀川の様な小河川においても，

アユの繁殖保護のためにも，少なくとも現在の採捕

規制は継続する必要があると考えられる．また，委

員会指示の実行性を高めるため，禁止期間を明示す

る看板の設置等，一般県民等への周知方法ついて検

討する必要もあろう． 
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